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平成百年度 7，900 2，370 10，270 

















































OCT1; 6， OCT2; 7ラOCT3;
8， OCTN1; 9， 
P-糖タンパク質 1，PAH 
トランスポータ 12，
OAT1; 13， OAT3; 14ラ
OAT4; 15， OAT-Kl (rat); 
16， OAT-K2 (rat); 17ヲ








































付されている。さらに平成 13年 3月 29日の「ヒトゲノム。遺伝子解析研究に関す




hOCT1 cSNP (P283L、R287G、P341L)の機能解析を行ったところ、 P283L及び
R287Gの変異により hOCT1のTEA輸送活性はほぼ完全に消失した。また P341Lの
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